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研究成果の概要（和文）：本研究は、これまで存在自体は知られているものの、他の類似のコレクションに比して、こ
れまであまり活用されてこなかった、在北欧・東欧等の吐魯番出土史料について、学際的な新しい手法を用いて、初め
て本格的な分析のメスを入れ、その実態の正確な把握、分類と、それに基づく膨大な断片史料の統合によって、各コレ
クションの相互関係を解明した。また断片統合に際しては、自ら構築した新しいデータベースの利用法を創造し、東ア
ジア世界規模での、新しい史料学ないし古文書学の基盤を築くことができた。
研究成果の概要（英文）：This study elucidated relationships of unearthed documents from Turpan which are 
resident in East and North Europe and not much utilized comparing with other collections, while their 
existence has been known: we applied an interdisciplinary and new method to conduct a systematic analysis 
for the first time and grasped, categorized, and integrated numerous and fragmentary materials. On the 
occasion of integration of these materials we also devised the way of using of the new database which we 
have constructed. As a result, we could create a basement for a new science of historical materials or 
paleography in East Asia.
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１．研究開始当初の背景 
(1) これまでの在欧敦煌・吐魯番出土史料の
研究は、まとまった文献を多く含むロンドン
やパリのコレクションを中心とするもので
ある。一方で多数の断片群からなるベルリン
のコレクションについては、断片故の扱いに
くさと研究効率の悪さから、これまであまり
注目されてこなかった。そのため貴重な史料
が未紹介のまま埋もれていることすらあっ
た。そこで本研究グループは、ベルリンの吐
魯番出土世俗漢文文献断片群を中心に、それ
ぞれがいかなる典籍類ないし文書類に属す
るものであるかについて比定研究を続け、そ
の成果を今後の新たな研究素材として学界
に提供し続けてきた。こうした調査の過程で、
断片といえども、典籍の比定ないし文書の実
態が明らかになれば、驚くべき成果をあげる
ことを経験してきた。そうした調査・整理過
程において、このベルリンの断片群と密接な
関係を持つ断片群が、なお欧州各地のコレク
ション中に多数存在していることに気が付
いた。 
 
(2) 各地の断片群は何らかの形で相互関係を
有する可能性等があるので、同一地域出土の
断片群は、包括的に比較検討することによっ
てこそ、その学術的価値が大幅に増大する。
しかしながらこれらの文書群は、基本的には
断片であるために、正当に学界で利用されて
きたとは言い難い。これらの断片群の実態の
詳細とその相互関係が明らかになれば、ベル
リンを中心とした吐魯番出土史料群の総合
的分析が可能となり、これまで不明確であっ
た吐魯番地域の社会像の一層の解明が期待
される。それに加えて、東アジア古文書学に
新たな素材を、しかも同時代の原文書という
形で相当量提供できることになり、それによ
って新たな史料学の構築が可能になるばか
りではなく、様々な分野の基礎史料ともなり、
その研究発展に寄与できるものと考えた。 
 
２．研究の目的 
まずは、これまで本格的に研究されてこな
かった、断片を主体とするベルリンのコレク
ションを中心とした在東欧・北欧の諸コレク
ションについて、初めて本格的な調査のメス
を入れ、分析のための精密な素材を学界に提
供することを目的とする。 
今回、調査・整理・研究の対象の中心とな
るものは、欧州その他の 6 カ所のコレクショ
ンである。一つはヘルシンキの国立図書館
（旧ヘルシンキ大学図書館）に架蔵されるも
ので、マンネルヘイムが、ベルリン・コレク
ションと同じく吐魯番で収集した史料断片
2000 点ほどからなっている。二つ目はコペ
ンハーゲンの王立図書館東方部の敦煌文献
14 点。三つ目は、日本では全く知られてい
ないが、クラクフ市立図書館 BIBLIOTEKA 
JAGIELLOŃSKA 架蔵の、ベルリン旧蔵典
籍群。四つ目はイスタンブール大学図書館所
蔵の吐魯番出土史料（確実にベルリン・コレ
クションと密接に関わるはず）、そして五つ
目は、やはり吐魯番出土史料群であるサンク
トペテルブルグの東洋学研究所・エルミター
ジュ美術館のオルデンブルグコレクション
である。またこれらのコレクション（コペン
ハーゲンを除く）の母体的存在であるベルリ
ン・コレクション（ベルリン国立図書館、ベ
ルリン＝ブランデブルク科学アカデミー、ア
ジア芸術博物館に分蔵）の史料についてもあ
らためて詳細な補充調査を行う。 
それらの調査で収集された高精細画像を
もとに、研究代表者・分担者が協力しながら
それぞれの研究拠点で整理分析を進め、正確
な目録を作成し、あわせてそれをもとに膨大
な各断片ごとの史料的性格を確定する。 
その上でそれら全体をデジタルデータと
して統合し、それに基づいてコレクション相
互の関係を探っていく。この作業を繰り返す
ことによって在東欧・北欧の敦煌・吐魯番出
土史料群の全体像を明らかにし、分析のため
の史料学的方法論を学界に提供する。最終的
にはこれは東アジア世界における新しい古
文書学の創造につながるものになるはずで
ある。 
 
３．研究の方法 
(1) 在東欧・北欧の敦煌吐魯番史料のコレク
ションについては、まだ情報が決定的に不足
しているので、まずは現地において、その高
精度の多面的なデジタル写真撮影による収
集を順次行う。あわせて現物に即した詳細な
調書作成を進める。その際、資料の真贋判定
も綿密に実施する。 
 
(2) 次に、現物に即して正確な釈文を作成す
る。これは断片の接続関係を復元するために
必須の作業である。それをもとに史料比定を 
実施する。比定が終了した断片については、
比定結果をキーとし、それにデジタルテキス
ト内容を組み合わせて、各コレクション全体
にわたる接続調査を実施する。 
 
(3) 次に極小断片などの素材を入手すべく現
地で交渉につとめ、ドイツ・ケルン大学（紙
質によっては日本の名古屋大学等も利用す
る）において、AMS 炭素分析を利用して年
代比定を試みる。 
 
(4) その上で世俗文献については詳しい総合
目録を作成し、仏典については近時世界的規
模で整備された大蔵経電子テキスト等の電
子媒体を活用しながら目録を整備し、いずれ
も写真とデジタル・テキストと現地での調書
をすべて統合した上で、各地の研究者が相互
に自由に検証・利用できるようにデジタル処
理を進める。 
 
(5) 最終的には、ベルリン・コレクションを
中核とした、これまで軽視されてきた在東欧
欧・北欧の敦煌吐魯番出土史料群の全体像を
描き出す。コレクションを超えた断片相互の
関係が明らかになれば、これまでほとんど利
用されてこなかった小断片に、新しい史料学
的命を吹き込むことになるはずである。 
 
４．研究成果 
(1) ヘルシンキ国立図書館所蔵のマンネル
ヘイム断片コレクションについては、断片全
点の写真撮影を終えた。このコレクションに
ついては西脇常記による簡単な目録がある
が、新撮影の写真に基づいて精査したところ、
それに記載されていない断片の存在や、大正
新脩大蔵経の同定頁の誤りなどを見出すこ
とができた。 
 
(2) コペンハーゲンの王立図書館東方部の
敦煌文献 14 点についてはすべて調査し、IDP
で公開されているものより精緻な写真撮影
に成功した。またかつて栄新江が入手できな
かった、本文書入手の経緯を示す旅行記を探
し出すことができ、購入場所を特定できた。
「莫高窟」と書かれた奥書などいささか疑念
を持たせるものもあるが基本的に敦煌文献
と考えて良いと思う。 
 
(3) ベルリン国立図書館からの疎開品で未
知の敦煌・吐魯番文書の存在の可能性が斯界
でかねて根強く指摘されていたポーランド
のクラクフ市立図書館を調査した。フランク
フルト大学(当時)の玉井達士（海外共同研究
者）が、P.リッター教授（クラクフ大学）か
ら得た情報によれば、現地に漢字研究者がい
ないために未整理のまま保管されていると
いうことであった。幸い担当司書の全面的な
協力を得ることができ、漢文文献の全てを出
納したところ、ベルリン国立図書館からの大
蔵経をはじめとした大量の疎開文献の存在
を確認した。これはおそらく 1916 年に刊行
された KÖNIGLICHEN BIBLIOTHEK ZU BERLIN
に記載されているものと同一であることを
突き止めた。しかし一方で、敦煌・吐魯番文
書については、当館には存在しないという結
論を得ることができた。 
 
(4) イスタンブール大学図書館所蔵吐魯番
出土史料については、同図書館が改修工事中
のため現物の閲覧はできなかったが、管理責
任者のセルトカヤ教授の協力を得て、全点の
詳細なデジタル画像を入手できた。これらが
すべてベルリンのコレクションと関わるも
のであることを確認した。 
 
(5) サンクトペテルブルグの東洋学研究
所・エルミタージュ美術館のオルデンブルグ
コレクションについては、東洋学研究所がロ
シア政府による整理事業の対象になったこ
とから、直接のアクセスを断念し、東洋文庫
架蔵のマイクロフィルムによる情報や既刊
史料集による確認を行った。詳細は次の機会
を待つことになったが、西脇常記が指摘した
ベルリン所蔵の経典との接続は再確認でき
た。 
 
(6) またこれらのコレクションの中核に位
置するベルリンのコレクションの調査も随
時推進した。顕著な成果としては、コレクシ
ョン中に、日本古代の秋田城出土の木簡類と
比較できるものが存在することを発見した
ことである。これによって新しい古文書学的
成果を生み出す手法を考案でき、それらをま
とめて学界誌に公表した。 
 またアジア芸術博物館所蔵史料のガラス
の張り替えに際して生じた微少断片につい
て、名古屋大学加速器質量分析計で分析した
ところ７世紀から８世紀という数値を得ら
れた。断片であるゆえに、年代が記されてい
ないことがほとんどであるから、こうした分
析の有効性が確認できた。 
 
(7) 以上のような基礎的成果を受けて、それ
らを統合する作業を実施した。これらのコレ
クション中には仏典が多数含まれる。今回調
査したものはもちろん、さらに既知のコレク
ションの仏典情報をも加えて出土仏典全体
にわたるデータベースを構築した。それに基
づいてコレクションをまたぐ断片の存在を
多数発見することができた。とくにヘルシン
キと、ベルリンや旅順のコレクションの接続
が明らかになったことは重要である。ベルリ
ンと旅順のコレクションが発掘品を主体と
していることは確かであるが、ヘルシンキの
コレクションがすべて現地での購入品であ
ることを考えると、それと接続するものも購
入品であると考えざるを得ない。ベルリンと
旅順のコレクションについて今後個別の検
討の必要性があることを明らかにできた。そ
の一端は学界誌で公表している。またその概
要を『科研費ニュース』2013 年度 Vol.3 で
も紹介した。 
なお、これまでもこうしたコレクションを
越えて接続する事例については、偶然見出さ
れたものがいくつか学界で知られていたが、
今回の研究では、それを体系的に効率よく見
出す新しい古文書学的手法を確立できた。今
後は、これを世俗文書にまで拡大していく方
法の検討に入ることが可能になった。 
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